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　最近は，スポーツ選手や歌手や
俳優の人たちも「今日はいいパフ
ォーマンスができました！」なん
てコメントをされているのを耳に
します。もともと，＜パフォーマ
ンス＞とは，「演劇・音楽などの
上演，芸，演技。性能・機能・効
率・成果・成績」などの意味があ
ります。弊社では＜パフォーマン
ス＝成果＞として，前回にもご紹
介した＜思考×行動⇒成果＞とい
う捉え方をしています。つまり，
仕事の成果というのは日々の思考
（考え方）と行動（仕事の仕方）
の積み重ねという意味です。
　思考（考え方）は目に見えない部
分，行動（仕事の仕方）は目に見え
る部分であり，その両面のスキル
アップ，レベルアップが必要とな
ります。これは，どちらかという
と個人に属する要因となります。
　一方，会社という組織で見たと
きによいパフォーマンスを発揮し
ていくには， 3つの要因に分けて
考えていく必要があります。

（1）外部環境を分析し未来
を予想する

　まず初めに，私たちの仕事は
様々な外部環境の変化に影響を受
けていますよね。例えば，近所に
ライバル会社が出店をしてきたと
か，自社と同じような，またはよ
りよい商品やサービスが市場に投
入されてきたとか，低価格な商品

やサービスが市場に投入されてき
たとか。逆には，ライバル会社の
撤退などが挙げられます。あるい
は，業界の動向，ライフスタイル
の変化，人口の変動，法律の改正，
株価や為替の変動，天災，紛争…
など。これらはすべて「自社でコ
ントロールできないもの」です。
　しかし，コントロールできない
からと放置するのではなく，情報
を集め未来を予想し仮説を立て，
常に対策を考えて準備をしておく
必要があります。この部分は，組
織においてはトップマネジメント
からミドルマネジメント層の仕事
といえます。会社の中のこともも
ちろん大事ですが，会社の外に目
を向ける時間をいかに作り出せる
か？　ということになります。
　例えば，業界団体に属するとか，
業界紙を読むとか，逆に他業種交
流会などに参加するとか，書籍で
情報を得るとか，海外に視察に行
くとか…。ともかく会社の外に出
てあらゆる機会を通して最新の情
報を得る努力が必要です。そのた
めにも人を育て仕事の仕組みを作
り，会社や部門を少し任せておけ

る環境を整えていくことが肝心で
す。
　そして，次に大事なことは，そ
の得た情報からどのように将来の
見通しをするか？　この先見性が
重要です。そうでなければ，将来
を見誤り意思決定を間違えてしま
います。では，どのようにして先
見性を磨くか？　いろいろと考え
方はあると思いますが，私見を述
べますと自社のことのみならず地
域社会やお客様のためになるとい
う視点を持つことが大事です。そ
の判断の軸となるのが経営理念や
経営ビジョンなのです。
　その理念やビジョンの共有に向
けては，各自の人間性を磨く努力
が求められます。正しい判断には
正しい心が必要です。これは，（3）
のところで触れさせていただきま
す。

（2）内部環境（職場環境）
を整備する

　これは，「自社でコントロール
可能なもの」です。それは，ツー
ルや情報やシステムなど，つまり，
仕事のしやすい環境を整備すると

1. 会社と仕事には好きと嫌いがある　2. 採用と教育と評価の一貫性が大事　3. パフォーマンスをあげるための3つの要因
4. 4つの仕事のレシピを作成する　5. 一番大切にすべきことを明確にし徹底する

職場での高いパフォーマンスをあげる3つの要因

（1）組織の外部要因
【コントロールできない要因】

（2）組織の内部要因
【職場環境・ツール・情報など】

（3）個人の内的要因
【能力・スキルなど】

【パフォーマンスの3要因】



932013.12　人事マネジメント
www.busi-pub.com

いうことです。例えば，今の時代
においてパソコンや携帯電話を持
たずに仕事をするというのは，な
かなか難しい時代となっています
よね（笑）。そのように，仕事を
効率よく効果的に進めていくうえ
で必要なものは投資をして整備し
なければなりません。事例をいく
つかご紹介します。
①業務上必要なツールを支給する
　会社案内や商品パンフレットも
紙媒体で作成すると古くなるにつ
れ不良在庫となったり，新しい情
報をタイムリーに掲載できない，
あるいは，顧客のところに持って
いくのを忘れてしまった…なんて
ことがないでしょうか？　それ
が，無駄なコストや機会損失にな
ってしまいます。従って，タブレ
ットを支給してすべての情報をそ
こから引用できれば，そのような
ロスは軽減されるはずです。
②業務上必要なシステムを構築する
　回転寿司や居酒屋さんなどでは
注文をタッチパネルで行い，商品
をレーンで流したり店員さんは料
理を運ぶだけというお店がありま
す。その工程をすべて店員さんで
行うと相当の人件費負担となり，
あのような低価格の実現は難しい
わけです。
③必要な情報はタイムリーに伝える
　例えば，会社内でどんな議論が
され今後の方針はどのようになっ
ていくのか？　結果だけでなく，
できる限りプロセスを知らせるこ

とが大事です。なぜ，そのような
結論に至ったのか？という理由が
自ずと理解できるようになりま
す。そうでなければ，現場で実行
しようという気持ちになりづらい
のです。また，業界の情報やライ
バル会社の動向などの情報も大事
です。
④座席の配置，動線の見直し
　子供の頃に学校で席替えをする
と，なんか気分がリフレッシュし
た経験はないですか？　それと，
同じように職場での席替えをした
り，レイアウトを変更するとモチ
ベーションが上がる一因となりま
す。また，コピー機や書類棚の位
置なども無駄な動きをしないよう
に見直すことで仕事の生産性とい
うのは変わってきます。

（3）個人の能力・スキル，
人間性を高める

　これは，「仕事を遂行し成果を
あげるために社員個人にとって必
要なもの」です。ここでのポイン
トは，①能力・スキルと②人間性
に分けて考えることです。
①能力・スキル
　これは，仕事をするうえで必要
な知識，技術，ノウハウなどをい
います。例えば，営業パーソンで
あれば商品知識やセールストー
ク，プレゼンスキル，営業計画の
立案スキルなどを指します。事務
職であれば，事務処理能力の向上，
経理や人事に関する知識など，管

理職であればマネジメントスキ
ル，指導教育スキル，計画立案や
進捗管理のスキル，研究開発であ
れば，専門知識や研究技術などに
該当します。これらは，時代と共
に陳腐化していきますので絶えず
新しいものを取得し続ける必要が
あります。
②人間性
　ここは，大事な点であり難しい
点でもあります。健全な価値観を
身につけ，個人の理念やビジョン
を確立し組織と共有できることで
す。歴史を学び，哲学を学び，人
間を学ぶ。一見直接的に経営と関
係がないように思いますが，根本
のとても大切な部分です。建物も
しっかり基礎を造る必要があり，
樹木も根っこがしっかりしている
からきれいな花を咲かせるので
す。また，日々元気に明るく挨拶
をする。毎朝職場の掃除をする。
小さなゴミに気づいたら率先して
自ら拾う。すべてのことに「あり
がとう」と感謝する…など。この
ような当たり前のことを日々コツ
コツと実践し続けることです。

＊　　＊　　＊
　いずれにしても，人が育つ，組
織を変えることは一朝一夕ではな
らないのです。「ローマは一日し
てならず」です。しかし，人は未
来に希望があるから頑張れるので
す。夢やビジョンに向かって日々
積み重ねていきましょう！　始め
るなら今です！
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